
『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

要
　
　
木
　
　
純

一
喝
は
じ
め
に

　
現
代
中
国
知
識
人
の
価
値
観
が
、
我
々
が
中
国
の
い
わ
ゆ
る
古
典
の
読
解
を
通
じ
て
想
像
さ
れ
た
所
の
そ
れ
と
、
く
い
ち
が
い
を
生
ず

る
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
見
う
け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
人
の
勝
手
な
思
い
込
み
を
責
め
た
り
、
中
国
が
社
会
主
義
国
で
あ
る
こ
と
、

文
学
革
命
、
文
化
大
革
命
等
の
精
神
変
革
に
原
因
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
説
明
は
可
能
で
あ
り
、
そ
し
て

有
効
な
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
元
末
の
江
南
に
お
い
て
、
士
大
夫
の
思
潮
に
巨
大
な
変
化
が
お
こ
り
、
そ
れ
が
現

代
に
ま
で
底
流
と
し
て
承
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
以
て
、
考
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
ま
た
は
宋
の
古
典
完
成
期
の
価
値
観

は
、
重
要
な
部
分
を
残
し
な
が
ら
も
、
い
っ
た
ん
こ
の
時
期
に
衰
亡
し
、
新
た
な
、
し
た
が
っ
て
、
中
国
の
古
典
に
の
み
親
し
む
日
本
人

に
は
、
な
じ
み
の
薄
い
な
に
も
の
か
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
「
な
に
も
の
か
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
。
意
余
り
て
力
の
足
ら
ざ
る
筆
者
は
、
個
別
の
例
を
い
く
っ
か
あ
げ
る
こ
と
は

出
来
て
も
、
未
だ
総
合
的
に
実
証
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
個
々
の
文
人
の
文
集
に
お
い
て
、
そ
れ
と
疑
わ
れ
る
も
の
を
幾
っ
か
指
摘
し
た

に
と
ど
ま
る
。
た
だ
、
そ
の
作
業
を
続
け
る
中
で
確
信
で
き
た
の
は
、
文
学
史
上
、
著
名
な
人
物
　
　
こ
の
時
期
で
い
え
ば
、
楊
維
禎
や

高
啓
　
　
だ
け
を
扱
っ
て
い
た
の
で
は
、
筆
者
の
求
め
る
も
の
は
得
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
っ
の
文
学
史
上
特
記
す
べ
き
こ
と
が
生
じ
る
に
際
し
て
は
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
の
ベ
ク
ト
ル
が
働
い
て
い
る
。
そ
れ
ら

ベ
ク
ト
ル
の
総
和
を
、
例
え
ば
文
学
上
の
流
派
の
対
立
と
い
う
よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
分
析
を
進
め
、
そ
れ
ら
ベ
ク
ト
ル
の
共
通
の
地
盤

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て



二

な
り
方
向
な
り
を
指
摘
す
る
の
が
、
筆
者
も
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
、
主
だ
っ
た
文
人
の
文
学
的

志
向
を
、
出
来
る
だ
け
、
中
国
全
体
の
新
た
な
思
潮
と
思
わ
せ
る
も
の
と
絡
め
て
論
じ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

二
喰
「
復
古
」
と
「
尚
今
」

　
さ
て
、
中
国
文
学
史
に
お
い
て
、
個
々
の
文
学
者
な
り
、
文
学
思
潮
を
論
ず
る
場
合
、
必
ず
問
題
に
な
る
の
が
、
「
復
古
」
的
で
あ
る

か
、
「
尚
今
」
（
新
た
な
文
学
的
思
潮
に
傾
く
こ
と
）
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
元
初
の
混
乱
が
お
さ
ま
り
、
科
挙
が
復
活
す
る
と
、
多
数
の
文
人
が
表
舞
台
に
あ
ら
わ
れ
、
文
運
は
隆
盛
を
迎
え
る
。
こ
の
よ
う
な
な

か
、
論
争
に
ま
で
は
発
展
し
な
い
も
の
の
、
「
復
古
」
、
「
尚
今
」
或
い
は
そ
れ
ら
を
折
衷
し
た
主
張
が
、
多
く
は
他
の
文
学
者
の
文
集
へ

の
序
の
形
で
、
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
近
著
『
宋
金
元
文
学
批
評
史
』
（
顧
易
生
、
蒋
凡
、
劉
明
今
著
　
上
海
古
籍
出
版
社
　
一
九
九
六
年
）
の
第
四
編
　
金
元
文
学
批
評

第
四
章
　
元
代
中
後
期
詩
文
批
評
（
劉
明
今
氏
の
執
筆
に
係
る
）
一
〇
〇
一
－
一
〇
〇
二
頁
に
、
下
の
如
く
い
う
。

　
「
元
初
に
科
挙
を
罷
む
。
仁
宗
の
延
祐
元
年
（
二
三
四
）
に
至
り
て
始
め
て
恢
復
を
行
う
。
次
年
の
会
試
に
、
楊
載
、
欧
陽
玄
、
黄

　
溜
、
馬
祖
常
等
は
、
皆
是
の
科
に
於
て
進
士
に
中
る
。
這
れ
は
、
新
た
な
る
的
の
一
代
の
、
元
皇
朝
の
培
育
す
る
所
の
的
の
文
人
、
已

　
経
に
成
熟
し
、
文
壇
に
登
上
し
了
ん
ぬ
る
を
標
誌
し
て
着
す
。
此
の
時
、
元
は
中
国
を
統
一
し
て
已
に
三
十
余
年
、
宋
金
の
余
習
は
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
い

　
然
と
し
て
存
在
す
る
毛
、
但
し
新
た
な
る
的
の
一
朝
の
的
の
文
風
は
、
終
於
に
漸
漸
地
と
し
て
形
成
す
。
歴
代
、
元
代
文
学
を
論
ず
る

　
　
　
　
お
お
む
ね

　
者
は
、
大
都
認
め
て
、
這
れ
は
是
れ
元
代
文
学
的
の
一
個
の
新
た
な
る
的
の
開
端
な
り
と
為
す
」

　
こ
の
あ
と
に
欧
陽
玄
、
陳
基
、
余
閥
の
文
章
を
引
い
て
い
う
。

　
「
以
上
三
家
は
、
均
し
な
み
に
、
延
祐
科
を
復
す
る
的
の
新
た
な
る
的
の
文
風
は
、
即
ち
『
雅
正
』
、
『
古
を
尚
ぶ
』
、
『
辞
章
を
尚
ぶ
』

　
た
る
こ
と
を
肯
定
す
。
他
個
の
論
ず
る
所
は
、
元
代
中
後
期
文
壇
上
の
愈
よ
来
り
て
愈
よ
甚
し
き
的
の
『
古
を
師
と
す
』
乃
至
は
『
古

　
を
復
す
』
的
の
傾
向
を
反
映
し
了
ん
ぬ
。
一
方
面
は
是
れ
宋
金
季
世
の
文
風
に
対
す
る
的
の
反
援
た
り
、
一
方
面
は
也
た
当
時
流
行
す



　
る
的
の
文
章
と
、
世
代
の
治
乱
相
い
盛
衰
す
る
と
、
詩
歌
は
当
に
風
雅
比
興
の
義
に
合
す
べ
き
的
の
観
点
と
関
わ
り
有
り
」

　
か
く
元
中
後
期
に
「
復
古
」
の
傾
向
が
強
い
こ
と
を
指
摘
し
た
後
に
、
「
尚
今
」
の
議
論
も
お
こ
り
続
け
た
こ
と
を
い
う
。

　
「
復
古
の
傾
向
深
き
を
加
う
る
的
の
同
時
に
在
り
て
、
復
古
に
反
対
す
る
的
の
議
論
も
也
た
一
直
と
し
て
間
断
し
て
過
ぐ
る
こ
と
有
る

　
没
し
」

　
こ
の
あ
と
に
、
宋
溝
の
文
章
を
引
い
て
、

　
「
宋
溝
の
批
評
す
る
的
は
還
お
只
だ
是
れ
『
心
を
師
と
す
』
中
の
狂
怪
を
以
て
尚
し
と
為
す
的
の
一
派
な
る
の
み
、
其
の
他
に
心
学
の

　
的
の
影
響
に
由
り
て
、
文
学
発
展
の
規
律
に
対
す
る
的
の
新
た
な
る
的
の
認
識
に
由
り
て
、
　
元
代
文
論
中
に
『
心
を
師
と
す
』
『
今
を

　
尚
ぶ
』
『
我
を
尚
ぶ
』
的
の
議
論
は
頗
る
少
な
か
ら
ざ
る
有
り
」

　
か
か
る
新
思
潮
の
幾
つ
か
の
派
と
文
人
を
列
挙
し
て
、
中
後
期
の
詩
文
批
評
の
二
大
流
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

　
「
『
古
を
師
と
す
』
或
い
は
『
心
を
師
と
す
』
・
『
今
を
尚
ぶ
』
は
、
元
大
中
後
期
の
文
人
の
普
遍
に
関
心
す
る
所
の
的
の
問
題
と
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
む
ね

　
り
了
ん
ぬ
。
各
家
は
論
ず
る
所
は
同
じ
か
ら
ず
、
角
度
は
同
じ
か
ら
ず
、
但
し
、
大
致
均
し
な
み
に
這
の
二
者
を
以
て
帰
と
為
す
。
故

　
に
本
章
（
元
代
中
後
期
詩
文
批
評
の
章
の
こ
と
）
は
、
元
代
中
後
期
詩
文
批
評
を
叙
ぶ
る
に
、
遂
に
『
古
を
師
と
す
』
或
い
は
『
心
を

　
師
と
す
』
・
『
今
を
尚
ぶ
』
の
観
点
の
的
の
異
同
に
按
じ
て
、
両
節
に
分
ち
て
加
う
る
に
叙
述
を
以
て
す
」

　
元
前
期
と
比
べ
て
、
『
復
古
』
『
尚
今
』
に
関
す
る
批
評
が
、
と
も
か
く
も
百
出
す
る
状
況
に
応
じ
て
、
勢
い
こ
の
二
つ
の
観
点
に
分
け

て
元
中
後
期
の
文
学
を
論
ず
る
の
は
妥
当
で
あ
り
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
こ
の
時
期
の
唐
詩
へ
の
『
復
古
』
志
向
の
発
生
が
、
明
代

更
に
は
、
現
代
中
国
に
至
る
ま
で
の
、
唐
詩
尊
重
の
風
に
っ
な
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
か
ら
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
観
点
で
も
あ
る
。

（
議
論
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
、
や
や
武
断
で
あ
る
が
、
「
師
心
」
「
尚
我
」
等
も
「
尚
今
」
に
包
摂
さ
れ
る
も
の
と
し
て
考
え
た
。
ま
た
、

そ
も
そ
も
以
上
の
引
用
は
「
文
学
批
評
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
実
際
の
創
作
は
、
よ
く
あ
る
よ
う
に
批
評
と
乖
離
す
る
で
あ
ろ
う

が
、
今
は
「
批
評
」
「
創
作
」
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
論
を
進
め
る
）

　
し
か
し
、
こ
の
二
点
か
ら
の
分
析
も
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
る
。

①
前
述
の
如
く
、
「
復
古
」
と
「
尚
今
」
と
の
対
立
は
ど
の
時
代
に
も
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
対
立
の
様
相
は
他
の
時
代
と

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

三



ど
う
ち
が
う
の
か
。

②
あ
る
文
章
が
「
復
古
」
ま
た
は
「
尚
今
」
を
唱
え
て
い
て
も
、
そ
の
文
章
を
仔
細
に
検
討
す
る
と
、
「
古
」
「
今
」
が
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
内
容
を
も
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
く
な
る
場
合
が
多
い
。
「
古
」
「
今
」
の
明
確
な
基
準
が
な
く
、
単
に
気
分
的
に
あ
い
ま
い

に
「
復
古
」
ま
た
は
「
尚
今
」
を
主
張
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
ば
を
用
い
る
各
人
に
、
共
通
の
基
盤
が
あ
る
の
か
い
さ
さ
か
不
審
で

あ
る
。

　
③
西
欧
の
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
の
よ
う
に
、
復
古
を
唱
え
な
が
ら
、
実
は
新
し
い
風
潮
を
代
表
す
る
こ
と
も
文
学
史
に
多
い
。
そ
も

そ
も
、
元
代
の
唐
詩
復
帰
の
気
運
は
、
前
代
の
余
習
た
る
宋
詩
的
な
も
の
へ
の
反
発
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
④
「
復
古
」
だ
け
の
人
間
、
「
尚
今
」
だ
け
の
人
間
は
存
在
し
な
い
。
人
間
は
、
相
矛
盾
し
た
要
素
の
複
合
体
で
あ
る
か
ら
、
あ
る

場
合
は
「
復
古
」
で
あ
り
、
あ
る
場
合
は
「
尚
今
」
で
あ
り
、
あ
る
場
合
は
そ
れ
ら
が
混
合
し
た
態
度
を
持
す
る
が
ご
と
き
は
む
し
ろ
自

然
で
あ
る
。
元
朝
の
文
人
も
、
過
激
に
「
復
古
」
「
尚
今
」
の
極
端
を
主
張
す
る
も
の
は
ま
れ
で
、
そ
の
調
和
を
目
指
す
者
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
る
。
『
宋
金
元
文
学
批
評
史
』
で
も
、
楊
維
禎
を
、
一
方
で
は
「
復
古
」
一
師
古
）
の
論
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
論
じ
、
他
方
で
は

「
尚
今
」
の
論
者
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
（
同
書
一
〇
一
六
∫
一
〇
二
一
頁
及
び
一
〇
三
五
－
一
〇
三
七
頁
）

　
『
宋
金
元
文
学
批
評
史
』
は
こ
れ
ら
の
難
関
を
巧
妙
に
乗
り
越
え
て
、
し
か
も
二
観
点
を
首
尾
一
貫
し
て
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

翻
っ
て
本
稿
は
い
か
に
論
を
進
め
た
ら
よ
い
か
。

　
元
末
江
南
に
生
ま
れ
た
新
た
な
気
運
を
、
一
文
人
の
作
品
と
生
涯
を
通
じ
て
聞
明
し
よ
う
と
す
る
企
図
か
ら
い
え
ば
、
「
復
古
」
「
尚
今
」

の
観
点
を
、
一
概
に
旧
套
で
あ
る
と
し
て
捨
て
去
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
緒
局
は
『
宋
金
元
文
学
批
評
史
』
の
方
法
に
沿
っ
て
考
察
を
加

え
る
こ
と
に
な
る
が
、
先
の
①
－
④
の
間
題
点
を
意
識
し
つ
つ
、
よ
り
具
体
的
に
何
が
新
し
い
か
を
指
摘
し
た
い
。

三
、
陳
高
の
伝
記

本
稿
で
扱
う
『
不
繋
舟
漁
集
』
（
以
下
『
集
』
と
略
す
一

の
作
者
陳
高
の
伝
記
は
『
集
』

冒
頭
の
蘇
伯
衡
の
「
陳
子
上
先
生
存
稿
序
」



や
『
集
』
附
録
に
収
め
る
掲
拡
の
「
陳
子
上
先
生
墓
誌
銘
」
で
そ
の
大
概
を
知
り
、
更
に
諸
家
の
贈
答
詩
や
『
集
』
中
の
詩
文
の
年
代
や

記
述
で
補
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
れ
ら
を
要
領
よ
く
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
、
『
中
国
文
学
大
辞
典
』
（
一
九
九
三
　
天
津
人
民
出
版
社
）

第
五
巻
　
三
四
四
九
頁
　
陳
高
の
項
目
（
楊
鎌
氏
の
担
当
一
を
、
以
下
の
論
と
関
係
す
る
の
で
全
文
を
引
用
す
る
。

　
「
陳
高
（
二
三
五
－
二
二
六
七
）
。
元
代
の
詩
文
家
。
字
は
子
上
、
号
は
不
繋
舟
漁
者
。
温
州
平
陽
（
今
は
断
江
に
属
す
）
の
人
。

　
元
の
順
帝
至
正
十
四
年
（
二
二
五
四
）
進
土
の
第
に
登
り
、
慶
元
路
録
事
を
授
け
ら
る
る
も
、
職
に
任
ず
る
こ
と
未
だ
三
年
に
満
た
ざ

　
る
に
、
．
便
ち
官
を
棄
て
て
而
し
て
去
る
。
方
国
珍
断
東
を
占
拠
し
、
陳
高
を
招
納
し
て
幕
僚
と
為
さ
ん
と
想
う
も
、
但
し
未
だ
能
く
願

　
い
の
如
く
せ
ず
、
又
他
を
任
じ
て
慈
渓
県
ヂ
と
為
す
も
、
他
亦
た
職
に
就
く
有
る
没
し
。
平
陽
城
陥
落
す
る
後
、
他
は
家
を
棄
て
閲
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
コ
　
テ
　
ム
　
ー
　
ル

　
の
問
に
往
来
す
。
至
元
二
十
六
年
（
二
二
六
六
）
の
春
天
、
海
に
浮
び
て
山
東
に
到
達
し
、
元
朝
的
の
河
南
王
拡
廓
帖
木
児
（
王
呆
保
）

　
に
謁
見
し
了
ん
ぬ
。
拡
廓
帖
木
児
は
是
れ
朱
元
璋
の
唯
一
侃
服
し
た
る
的
の
元
朝
の
大
将
に
し
て
、
元
明
易
代
の
的
の
戦
争
中
に
在
り

　
て
、
足
を
挙
ぐ
れ
ば
軽
重
あ
る
的
の
地
位
を
有
っ
。
陳
高
は
拡
廓
帖
木
児
に
向
い
て
密
か
に
江
南
の
虚
実
と
軍
情
を
論
ず
。
拡
廓
帖
木

　
　
　
は
な
は
　
　
よ
ろ
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
児
は
恨
だ
高
興
び
、
重
用
せ
ん
と
準
備
す
る
も
、
但
し
他
は
却
っ
て
病
に
因
り
て
世
を
去
る
。
陳
高
は
挙
子
と
作
る
時
就
ち
時
名
有
り
、

　
京
師
に
在
り
て
欧
陽
玄
、
張
轟
、
貢
師
泰
、
程
文
の
的
の
器
重
を
受
け
到
る
。
他
は
時
局
を
審
度
し
、
江
南
の
形
勢
已
に
元
朝
に
不
利

　
な
る
を
看
到
り
て
、
又
毅
然
と
し
て
海
に
浮
か
び
て
北
上
す
、
元
朝
に
対
し
て
相
当
に
忠
誠
な
り
。
明
初
蘇
伯
衡
は
陳
高
の
遺
作
を
訪

　
ね
得
、
編
み
て
『
子
上
存
稿
』
と
為
し
て
世
に
刊
行
す
る
も
、
但
し
今
は
已
に
伝
本
を
見
ず
。
今
存
す
る
陳
高
の
詩
文
集
は
名
づ
け
て

　
『
不
繋
舟
漁
集
』
十
五
巻
と
為
す
。
『
元
詩
選
』
初
集
は
、
陳
高
の
詩
七
十
九
首
を
選
入
す
。
他
的
の
『
丁
酉
歳
述
懐
一
百
韻
』
、
『
感
興

　
七
首
』
等
の
作
は
都
な
是
れ
気
韻
蒼
凍
沈
鐙
的
の
佳
作
な
り
。
丁
酉
は
元
の
順
帝
至
正
十
七
年
（
二
二
五
七
）
、
正
に
是
れ
此
の
前
後

　
に
在
り
て
、
他
は
官
を
棄
て
て
而
し
て
去
る
な
り
。
他
は
、
長
き
こ
と
百
韻
に
達
す
る
的
の
長
詩
を
以
て
、
自
己
の
社
会
現
状
に
対
す

　
る
複
雑
に
し
て
又
矛
盾
あ
る
的
の
看
法
を
表
述
し
了
ん
ぬ
、
力
度
較
や
高
し
。
他
は
還
た
写
し
て
『
橦
花
を
種
う
』
有
り
、
是
れ
棉
花

　
江
南
に
在
り
て
種
植
す
る
に
関
す
る
有
る
の
一
首
の
詩
な
り
」

　
「
元
朝
に
対
し
て
相
当
に
忠
誠
」
「
気
韻
蒼
涼
沈
鐙
的
の
佳
作
」
と
い
う
表
現
か
ら
予
想
さ
れ
る
よ
う
に
、
果
た
し
て
そ
の
人
と
為
り

も
作
品
も
、
一
見
、
復
古
保
守
の
気
風
が
感
じ
ら
れ
る
。
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
点
を
本
稿
で
は
述
べ
た
い
の
で
あ
る
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

五



ノ、

　
如
上
の
伝
記
に
、
以
下
の
立
論
の
た
め
に
、
な
お
い
く
っ
か
の
事
項
を
っ
け
く
わ
え
れ
ば
、
ま
ず
、
科
挙
に
合
格
す
る
四
十
近
く
ま
で
、

志
を
得
ら
れ
ず
、
故
郷
を
離
れ
て
、
蘇
州
を
中
心
に
、
各
地
を
、
時
に
は
北
方
を
放
浪
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
作
晶
か
ら
う
か
が
え
る

こ
と
で
あ
る
。
一
時
慶
元
の
録
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
ろ
、
友
人
の
胡
翰
が
お
く
っ
た
詩
に
い
う
。
（
『
集
』
巻
十
六
　
附
録
「
陳
子
上
録

事
に
寄
す
詩
」
金
華
胡
翰
）

　
「
東
甑
に
一
士
有
り
、
周
遊
す
呉
楚
の
問
。
一
歳
ご
と
に
一
た
び
帰
養
し
、
四
十
に
し
て
来
り
て
官
と
作
る
」

　
「
諾
友
と
同
に
豊
山
に
遊
宴
す
」
（
『
集
』
巻
六
）
詩
の
序
に
「
至
正
戊
子
（
十
八
年
　
二
二
四
八
）
」
と
あ
る
の
が
、
『
集
』
中
に
あ

ら
わ
れ
る
最
も
早
い
年
号
で
あ
る
か
ら
、
『
集
』
の
詩
文
は
三
十
代
前
半
の
失
意
と
放
浪
の
時
期
か
ら
始
ま
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
指
摘
す
べ
き
は
、
な
る
ほ
ど
、
蘇
伯
衡
の
『
陳
子
上
先
生
存
稿
序
』
に
は
、
大
官
に
し
て
一
代
の
文
宗
た
る
欧
陽
玄
を
は
じ
め
、

歴
歴
た
る
面
面
と
の
交
流
を
記
す
が
、
そ
の
実
は
『
集
』
の
中
に
有
名
人
と
の
交
際
を
示
す
詩
文
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
、
楊
維
禎
や
高

啓
や
劉
基
、
宋
榛
ら
文
学
史
上
の
重
要
人
物
と
の
直
接
の
交
流
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
、
楊
維
禎
の
文
学
グ
ル
ー
プ
に
属

す
る
銭
惟
善
に
与
え
た
詩
が
二
首
あ
る
の
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
（
『
集
』
巻
三
、
「
銭
思
復
を
送
る
二
首
」
）
文
壇
上
は
孤
立
し
て
い

る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
直
接
の
影
響
関
係
は
な
く
と
も
、
一
時
の
思
潮
は
、
周
辺
が
あ
っ
て
中
心
が
あ
り
、
中
心
が
あ
っ
て
周
辺
が
あ
る
、

全
体
像
及
び
そ
の
配
置
の
妙
に
あ
っ
て
、
一
部
の
突
出
的
な
も
の
の
み
に
偏
す
る
の
で
は
な
い
。
彼
の
持
っ
志
向
も
元
末
江
南
文
人
の
共

有
す
る
あ
る
土
壌
か
ら
生
じ
た
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
科
挙
に
合
格
し
て
役
人
と
な
る
も
、
挫
折
し
て
、
故
郷
に
引
っ
込
む
。
方
国
珍
の
乱
に
も
、
出
処
進
退
に
気
を
っ
け
て
己
を
持
し
た
。

こ
の
間
ご
く
短
期
聞
で
あ
る
が
、
隠
や
か
な
田
園
生
活
を
営
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
土
地
の
名
士
と
し
て
、
序
や
銘
を
請
わ
れ
、
後
進
の
指

導
に
あ
た
る
様
子
が
『
集
』
か
ら
う
か
が
え
る
。

　
し
か
し
、
温
州
も
元
末
の
混
乱
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
、
陳
高
も
家
を
捨
て
、
最
後
の
放
浪
が
始
ま
る
。
か
く
い
う
と
、
事
勢
に
対
し
て

受
身
一
方
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
晩
年
海
を
渡
っ
て
拡
廓
帖
木
児
の
も
と
を
訪
れ
た
よ
う
に
、
策
動
に
近
い
政
治

的
な
活
動
を
続
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
洩
気
を
っ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
よ
し
積
極
的
で
は
な
く
と
も
、
そ
の
よ
う
な
役
割
を
周

囲
や
地
域
か
ら
期
待
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。



　
「
陳
子
上
先
生
墓
誌
銘
」
に
い
う
。

　
「
方
氏
至
る
に
及
び
て
、
之
（
陳
高
）
を
招
致
せ
ん
と
欲
す
、
而
る
に
従
り
て
得
る
無
し
実
。
再
び
慈
渓
県
ヂ
を
授
け
ら
る
る
も
、
亦

　
た
起
た
ず
。
方
明
善
の
周
宗
道
と
兵
を
構
う
る
や
、
嘗
て
一
た
び
出
で
て
而
し
て
両
家
の
難
を
解
く
」

　
こ
れ
は
、
明
史
巻
一
百
二
十
三
の
方
国
珍
の
伝
に
、

　
「
年
を
蹴
え
て
（
二
二
六
三
一
、
温
の
人
周
宗
遣
は
平
陽
を
以
て
（
朱
元
璋
に
）
来
降
す
。
国
珍
の
従
子
明
善
は
温
を
守
り
て
兵
を
以

　
て
争
う
」

と
あ
る
事
件
に
際
し
て
両
者
の
仲
介
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
政
治
に
距
離
を
お
い
て
い
る
が
、
単
な
る
隠
者
と
見
て
は
な
ら
な
い
。

　
か
か
る
努
カ
も
実
を
結
ば
な
か
っ
た
よ
う
で
、
至
正
二
十
三
年
（
二
三
ハ
三
）
の
末
に
は
、
平
陽
は
方
氏
に
攻
め
取
ら
れ
て
し
ま
う
。

『
集
』
の
巻
十
六
　
附
録
の
末
尾
に
は
、
「
子
上
自
識
」
と
い
う
陳
高
の
文
章
が
載
っ
て
い
る
。
平
陽
陥
落
後
、
放
浪
の
中
で
、
自
ら
の
人

生
を
顧
み
、
自
分
の
生
き
方
の
緒
晶
で
あ
る
詩
文
を
何
と
か
後
世
に
残
し
た
い
と
願
う
、
悲
痛
な
文
章
で
あ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
。

　
「
至
正
癸
卯
（
二
十
三
年
　
二
二
六
三
）
十
二
月
二
十
七
日
、
平
陽
は
守
り
を
失
う
。
余
は
時
に
郡
城
（
温
州
）
自
り
回
り
て
州
南
に

　
至
る
。
変
を
聞
き
て
倉
卒
と
し
て
断
江
行
省
都
事
王
鐙
、
伯
衡
と
同
に
、
夜
山
径
を
尋
ね
、
泥
塗
の
中
、
崎
嘔
と
し
て
、
六
十
鎗
里
を

　
行
く
。
麦
城
に
至
り
て
漁
舟
を
得
、
海
に
浮
か
び
て
安
固
に
達
す
。
家
人
と
別
る
る
に
及
ば
す
。
明
年
正
月
の
朔
、
南
塘
に
至
る
。
二

　
月
、
楽
清
の
玉
環
に
至
る
。
蓮
違
た
る
遣
途
、
随
処
に
留
寓
す
。
念
え
ら
く
、
余
は
布
衣
を
以
て
進
士
に
挙
げ
ら
れ
、
録
を
辞
し
て
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
が

　
隠
す
る
こ
と
已
に
八
年
な
り
夷
。
拙
を
守
り
て
田
を
耕
し
、
将
に
以
て
老
い
を
終
え
ん
と
す
。
而
る
に
此
の
変
故
に
罹
り
て
、
関
を
間

　
い
て
遁
逃
す
る
は
、
為
に
す
る
所
有
る
に
非
ざ
る
也
。
心
に
悦
ず
る
無
か
ら
ん
を
求
む
る
而
已
実
。
困
厄
顛
柿
の
余
、
物
に
鰯
る
る
ご

　
と
に
感
を
興
し
、
率
爾
と
し
て
詩
と
成
る
。
柳
か
諾
れ
を
簡
冊
に
筆
し
て
、
以
て
忘
れ
ざ
る
を
示
さ
ん
。
問
ま
俗
に
応
じ
て
作
る
所
の

詩
文
有
り
、
亦
た
並
び
に
之
を
録
す
。
其
の
好
醜
は
択
ぶ
に
暇
あ
ら
ざ
る
也
。
至
正
二
十
四
年
（
二
二
六
四
）
春
、
三
月
乙
丑
朔
旦
書

　
す
」

　
『
集
』
に
見
え
る
詩
文
の
中
で
、
最
も
遅
い
制
作
に
係
る
も
の
は
、
至
正
二
十
六
年
（
二
二
六
六
）
、
死
の
前
年
の
作
「
丙
午
元
日
」

一
『
集
』
巻
五
一
で
あ
る
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

七



八

　
「
元
日
山
寺
に
居
る
、
梅
花
は
酒
樽
を
照
ら
す
。
病
余
玄
髪
は
少
な
く
、
酔
後
壮
心
は
存
す
。
天
地
腹
撞
は
満
ち
、
江
准
蜂
蟻
は
屯
ろ

　
す
。
誰
か
施
さ
ん
兵
を
洗
う
雨
、
吾
は
欲
す
天
閻
を
叩
か
ん
こ
と
を
」

　
乱
離
の
中
、
老
病
の
身
で
あ
り
な
が
ら
、
な
お
壮
心
が
存
す
る
と
い
う
。
伝
記
に
従
っ
て
素
直
に
よ
め
ば
、
結
局
は
内
乱
を
お
さ
め
る

た
め
、
渡
海
し
て
元
朝
の
有
力
な
大
将
拡
廓
帖
木
児
に
働
き
か
け
よ
う
と
い
う
決
意
の
程
を
示
す
が
ご
と
く
で
あ
る
。

　
こ
の
翌
年
、
北
方
に
出
か
け
る
の
で
あ
る
が
、
『
集
』
で
は
そ
の
こ
と
に
直
接
ふ
れ
る
詩
文
は
な
い
。
一
あ
る
い
は
『
集
』
巻
十
五
の

「
鎖
鋳
愈
院
に
与
う
る
書
」
は
そ
の
事
前
運
動
の
一
つ
か
も
知
れ
な
い
）
た
だ
、
『
陳
子
上
先
生
墓
詩
銘
』
に
下
の
如
く
い
う
の
み
で
あ
る
。

　
「
（
至
正
一
二
十
六
年
（
二
三
ハ
六
）
の
冬
、
東
西
の
断
陥
る
。
明
年
（
二
二
六
七
）
の
春
、
先
生
は
海
に
浮
び
て
山
東
を
過
ぎ
、
河

　
南
王
太
偉
中
書
左
丞
相
（
拡
廓
帖
木
児
）
に
懐
慶
に
謁
す
。
江
南
の
虚
実
を
論
じ
、
天
下
の
安
危
を
陳
べ
、
当
に
何
を
以
て
已
に
至
る

　
の
を
禍
い
を
餌
め
、
何
を
以
て
未
だ
来
ら
ざ
る
の
憂
を
消
す
べ
き
か
（
を
説
く
）
。
適
ま
関
陳
は
故
多
く
、
未
だ
之
を
用
い
ず
。
士
大

　
夫
は
其
の
志
を
聞
い
て
皆
与
に
友
と
な
ら
ん
と
願
う
。
丞
相
も
亦
た
喜
び
て
、
即
ち
之
を
官
と
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
其
の
志
に
非
ざ
る

　
を
知
る
也
。
亦
た
強
い
ず
。
数
月
に
し
て
而
し
て
疾
い
あ
り
。
八
月
十
八
日
を
以
て
邸
に
卒
す
。
是
の
月
二
十
日
を
以
て
、
懐
慶
域
南

　
に
葬
ら
る
。
其
の
疾
い
あ
る
也
、
丞
相
は
河
南
に
留
ま
り
、
医
を
遣
わ
し
て
往
き
て
問
わ
し
む
。
其
の
卒
す
る
や
、
官
を
遣
わ
し
て
祭

　
り
を
致
さ
し
め
、
贈
購
す
る
こ
と
甚
だ
厚
し
。
其
の
葬
る
や
、
中
書
平
章
政
事
鎖
鋳
先
生
は
同
年
に
し
て
実
に
之
を
経
理
す
。
四
方
の

　
士
、
凡
そ
南
自
り
而
し
て
来
る
者
は
皆
会
し
て
突
す
」

　
恐
ら
く
は
伝
聞
に
基
い
た
、
陳
高
自
身
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
乏
し
い
記
述
で
、
却
っ
て
陳
高
の
企
て
が
全
て
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
こ
と
を

暗
示
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
翌
二
二
六
八
年
に
は
、
元
朝
は
、
新
し
く
成
立
し
た
明
朝
に
よ
っ
て
北
に
追
い
払
わ
れ
る
。
歴
史
的
に
見

る
限
り
、
陳
高
の
死
は
、
滅
び
ゆ
く
も
の
に
忠
義
立
て
を
し
た
犬
死
に
で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
変
節
を
し
た
あ
げ
く
、
悪
名
に
死
ん
だ
同
世
代
の
人
々
の
不
幸
に
比
べ
れ
ば
ま
し
だ
っ
た
。
蘇
伯
衡
の
「
陳
子
上
の
書
に
飯

す
」
（
『
集
』
巻
十
六
　
附
録
）
は
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
な

　
「
於
戯
、
子
上
は
其
れ
賢
な
る
乎
哉
。
銭
用
壬
、
偉
子
敬
、
趨
時
泰
、
唐
元
嘉
は
皆
子
上
の
同
年
の
進
士
な
り
。
彼
は
惟
だ
重
ん
ず
る

　
所
を
重
ん
じ
、
而
し
て
重
ん
ぜ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
を
重
ん
ぜ
ず
。
愛
す
る
所
を
愛
し
て
、
而
し
て
愛
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
所
を
愛
せ



　
ず
、
そ
の
忘
る
る
能
わ
ざ
る
所
を
忘
れ
ず
し
て
、
其
の
忘
る
る
可
か
ら
ざ
る
所
を
忘
れ
、
其
の
去
る
能
わ
ざ
る
所
を
去
り
て
、
其
の
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
い

　
る
可
か
ら
ざ
る
所
を
去
る
。
卒
之
に
身
を
損
し
家
を
亡
い
、
墳
墓
は
主
無
く
し
て
、
而
し
て
郷
里
の
差
と
為
る
。
然
ら
ば
則
ち
子
上
の

　
不
幸
は
、
固
よ
り
、
未
だ
彼
の
四
人
の
不
幸
に
若
か
ざ
る
也
。
子
上
は
、
山
東
に
客
死
す
と
難
も
、
然
れ
ど
も
喪
葬
は
礼
を
以
て
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
や

　
墳
墓
妻
子
は
皆
着
が
無
し
。
而
し
て
郷
里
は
与
り
て
栄
誉
有
り
、
然
ら
ば
則
ち
子
上
は
量
に
真
に
不
幸
也
耶
。
甚
だ
し
美
、
軽
重
の
当

　
に
明
ら
か
に
す
べ
く
し
て
、
而
し
て
取
舎
の
当
に
審
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
は
也
。
」

　
こ
の
文
章
は
陳
子
上
が
死
ん
で
〕
一
十
年
余
」
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
結
局
は
、
元
朝
に
対
す
る
忠
義
心
を
保
持
し
た
ま
ま
、

王
朝
交
代
の
前
に
死
ぬ
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
慰
め
で
あ
る
こ
と
を
、
新
王
朝
に
は
ば
か
る
た
め
に
隠
微
な
形
で
表
明
し
た
か
っ
た
文
章

だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
拡
廓
帖
木
児
に
会
見
し
た
こ
と
の
功
罪
に
っ
い
て
は
何
も
述
べ
な
い
。

　
時
代
が
降
っ
て
、
元
代
同
様
の
異
民
族
支
配
下
の
清
代
に
な
る
と
そ
の
忠
義
に
つ
い
て
称
揚
し
易
く
な
る
。
四
庫
全
書
に
収
め
ら
れ
た

『
不
繋
舟
漁
集
』
の
提
要
に
い
う
。

　
「
蓋
し
国
稚
の
陪
危
に
当
た
っ
て
猶
お
力
め
て
匡
復
を
謀
る
。
明
太
祖
は
王
保
保
を
真
男
子
と
称
す
。
高
の
如
き
者
は
、
事
は
就
ら
ず

　
と
難
も
、
其
の
志
は
亦
た
王
保
保
に
悦
じ
ず
夷
。
但
だ
に
詩
の
伝
う
る
に
足
る
の
み
に
あ
ら
ざ
る
也
。
」

　
そ
れ
で
も
「
事
は
就
ら
」
な
か
っ
た
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
然
ら
ば
、
陳
高
の
生
と
死
は
、
現
在
の
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
頑
迷

保
守
な
一
士
人
の
そ
れ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
以
下
、
異
な
る
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
い
。

四
、
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

　
こ
こ
で
、
陳
高
の
別
集
『
不
繋
舟
漁
集
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
お
く
。
先
に
引
用
し
た
『
中
国
文
学
大
辞
典
』
で
は
、

蘇
伯
衡
が
彼
の
遺
稿
を
編
集
し
て
『
子
上
存
稿
』
と
名
付
け
た
が
今
は
伝
本
は
見
な
い
と
い
う
。
『
四
庫
全
書
』
の
『
提
要
』
は
い
う
。

　
「
此
の
本
は
『
不
繋
舟
漁
集
』
と
題
す
る
は
、
何
人
の
改
む
る
所
か
を
知
ら
ず
」

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
『
不
繋
舟
漁
集
』
は
、
す
な
わ
ち
『
子
上
存
稿
』
を
改
名
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
今
、
劉
兆
祐
著
『
四

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

九



O

庫
著
録
元
人
別
集
提
要
補
正
』
一
一
九
七
八
　
台
湾
商
務
印
書
館
一
の
『
不
繋
舟
漁
集
』
の
按
語
を
見
る
と

　
「
中
央
図
書
館
に
旧
紗
本
有
り
、
『
不
繋
舟
漁
集
、
元
慶
元
路
録
事
平
陽
陳
高
著
、
明
八
世
孫
侯
官
二
兀
較
』
と
題
す
。
疑
う
ら
く
は

　
即
ち
二
兀
改
め
て
今
題
を
称
す
」

と
あ
る
。
ま
た
、
清
の
顧
嗣
立
編
『
元
詩
選
』
初
集
一
一
九
八
七
　
中
華
書
局
排
印
本
一
の
「
陳
録
事
高
」
の
提
要
に
も

　
「
八
世
孫
二
兀
重
校
し
て
而
し
て
之
を
刻
す
」

以
上
を
総
合
す
る
に
現
『
不
繋
舟
漁
集
』
は
『
子
上
存
稿
』
の
旧
を
ほ
ぼ
襲
う
も
の
と
筆
者
は
考
え
る
。

　
た
だ
し
、
蘇
伯
衡
の
編
集
を
経
た
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
、
果
た
し
て
、
陳
高
の
全
作
品
を
網
羅
し
て
い
る
か
は
疑
問
で
、
先
に
引
用
し
た

「
子
上
自
識
」
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
乱
離
の
間
に
多
く
の
作
品
が
失
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
蘇
伯
衡
の
「
陳
子
上
の
書
に

賊
す
」
も
「
陳
子
上
の
謝
復
元
に
遺
る
書
」
と
い
う
『
集
』
中
に
収
め
ら
れ
な
か
っ
た
書
二
通
を
謝
復
元
に
示
さ
れ
た
の
に
感
謝
し
て
政

し
た
も
の
で
あ
る
。
蘇
伯
衡
の
整
理
も
、
形
式
で
分
類
し
た
に
過
ぎ
ず
、
年
代
順
に
並
べ
る
労
を
省
い
た
杜
撰
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
不
安
を
抱
え
つ
っ
も
、
今
は
本
集
に
則
っ
て
論
を
進
め
る
ほ
か
な
い
。

　
底
本
に
は
、
『
元
人
文
集
珍
本
叢
刊
』
（
一
九
八
五
　
新
文
豊
出
版
公
司
）
巻
八
所
収
の
民
国
十
五
年
（
一
九
二
六
）
平
陽
陳
氏
重
刊
本

（
台
湾
大
学
図
書
館
所
蔵
）
影
印
本
を
用
い
た
。
文
淵
閣
四
庫
全
書
所
収
本
も
目
購
し
た
が
、
異
同
は
わ
ず
か
に
過
ぎ
な
い
。

五
喝
陳
高
の
書
生
時
代

　
さ
て
、
年
代
を
追
っ
て
、
陳
高
の
作
品
を
見
る
こ
と
に
す
る
が
、
ま
ず
、
科
挙
に
高
齢
で
合
格
す
る
ま
で
の
、
郷
里
を
離
れ
て
放
浪
し

た
時
期
を
扱
う
。

　
数
年
の
後
に
張
士
誠
の
乱
が
起
こ
る
高
郵
を
お
と
ず
れ
た
時
の
詩
で
あ
る
。
「
己
丑
の
歳
、
一
二
二
四
九
）
元
正
二
月
高
郵
を
発
す
」
（

『
集
』
巻
三
）

　
「
昨
日
初
め
て
歳
を
献
じ
、
今
農
高
郵
を
発
す
。
瓢
逢
節
序
無
く
、
此
の
身
は
真
に
浮
く
が
若
し
。
晴
日
は
野
水
を
照
ら
し
、
好
風
は



　
行
舟
に
順
う
。
舟
人
は
予
が
為
に
祝
う
、
新
年
に
百
憂
無
か
ら
ん
こ
と
を
と
。
自
ら
笑
う
遣
路
の
中
、
奔
走
何
の
時
か
休
ま
ん
。
朝
に

　
は
呉
郷
の
客
と
為
り
、
暮
に
は
准
楚
に
向
い
て
遊
ぶ
。
安
屠
す
る
は
豊
に
願
わ
ざ
ら
ん
、
況
ん
や
乃
ち
人
の
謀
る
に
非
ず
。
乾
坤
に
終

　
極
無
く
、
江
海
は
滝
留
を
成
す
。
首
を
仰
ぎ
て
黄
鵠
を
視
れ
ば
、
翅
を
奮
う
こ
と
何
ぞ
悠
悠
」

　
元
末
の
大
乱
が
本
格
的
に
な
る
直
前
、
嵐
の
前
の
し
ず
け
さ
の
中
、
意
を
得
ぬ
ま
ま
に
客
遊
す
る
不
安
を
訴
え
る
。
奇
を
街
う
こ
と
な

く
淡
々
と
叙
述
す
る
。
『
四
庫
全
書
』
提
要
に
、
陳
高
の
作
品
の
特
徴
を
あ
げ
て
い
う
。

　
「
文
格
は
頗
る
雅
潔
。
詩
は
惟
だ
七
言
古
体
の
み
場
を
壇
い
ま
ま
に
す
。
絶
句
も
亦
た
甚
し
く
は
意
を
経
ず
。
其
の
五
言
古
体
は
、
源

　
は
陶
潜
に
出
で
、
近
体
律
詩
は
、
格
は
杜
甫
に
従
う
。
面
目
梢
や
別
に
し
て
、
而
し
て
神
思
は
遠
か
ら
ず
。
亦
た
元
季
の
鉾
鉾
た
る
者

　
な
り
夷
」

　
こ
の
詩
も
難
語
を
用
い
る
こ
と
の
な
い
古
風
な
お
も
む
き
で
あ
る
。
自
ら
「
不
繋
舟
漁
者
」
を
名
の
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
あ
て
ど
の
な

い
旅
へ
の
志
向
を
感
じ
さ
せ
る
。
無
論
、
本
人
が
意
識
す
る
と
こ
ろ
は
、
不
安
と
苦
痛
に
満
ち
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
詩
と
し
て
完
成
さ
れ

た
芸
術
的
空
間
の
中
で
は
、
「
朝
に
は
呉
郷
の
客
と
為
り
、
暮
に
は
准
楚
に
向
い
て
遊
ぶ
」
、
漂
泊
の
中
に
自
已
の
生
の
あ
り
方
を
見
出
す

劇
的
な
人
物
で
あ
る
。
末
四
句
も
常
套
を
恐
れ
ず
に
、
悲
壮
感
に
満
ち
た
意
境
で
し
め
く
く
る
。
確
か
に
、
五
言
古
詩
は
彼
の
得
意
と
す

る
と
こ
ろ
の
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

　
彼
の
五
言
古
詩
に
対
す
る
意
気
込
み
が
、
恐
ら
く
は
こ
の
放
浪
期
に
作
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
「
感
興
」
と
い
う
二
十
四
首
の
連
作
の
序
に

う
か
が
わ
れ
る
の
で
引
用
す
る
。

　
「
漢
自
り
以
来
、
五
言
の
作
は
多
し
ム
矢
。
其
の
善
き
者
は
大
抵
皆
直
致
、
華
飾
の
辞
無
し
。
簡
淡
に
し
て
而
し
て
意
味
は
深
遠
な
り
。

　
是
を
下
れ
ば
則
ち
離
鐘
精
摩
に
し
て
風
雲
月
露
花
草
禽
魚
の
間
よ
り
出
で
ず
し
て
而
し
て
理
趣
は
蔑
如
た
る
也
」

　
掲
拡
の
『
陳
子
上
先
生
墓
誌
銘
』
に
も
、

　
「
先
生
は
文
を
為
る
や
、
上
は
遷
。
固
に
本
づ
き
、
下
は
諸
子
を
猟
す
。
先
生
は
詩
を
為
る
や
、
上
は
漢
魏
に
湖
り
、
而
し
て
斉
梁
以

　
下
は
論
ず
る
勿
き
也
」

と
い
っ
て
お
り
こ
こ
の
陳
高
の
態
度
に
合
致
す
る
。
更
に
引
用
を
続
け
よ
う
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て



一
二

　
「
昔
唐
の
陳
拾
遺
は
、
嘗
て
感
遇
の
詩
を
作
る
。
詞
格
は
高
古
な
り
。
而
し
て
新
安
の
朱
子
は
、
則
ち
其
の
仙
仏
怪
妄
の
説
に
淫
す
る

　
を
病
む
。
故
に
朱
子
の
斎
居
感
興
の
作
は
、
乃
ち
一
え
に
理
に
寓
し
て
、
道
教
を
扶
樹
し
、
而
し
て
辞
の
要
妙
は
、
特
に
其
の
余
な
る

　
耳
。
殆
ん
ど
未
だ
古
今
の
詩
人
に
於
い
て
之
を
律
す
る
に
易
か
ら
ざ
る
也
」

　
「
感
遇
」
「
感
興
」
の
ジ
ャ
ン
ル
に
っ
い
て
で
あ
る
が
、
今
は
五
言
詩
全
体
に
も
相
通
ず
る
点
が
あ
る
と
し
て
筆
者
は
受
け
取
る
。
陳

子
昂
の
詩
を
評
価
し
っ
っ
も
、
朱
喜
一
の
よ
う
な
考
え
も
あ
る
こ
と
を
示
す
。
筆
者
の
こ
と
ば
で
い
い
か
え
れ
ば
、
奇
怪
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴

う
「
情
」
を
重
ん
じ
る
立
場
に
対
し
て
、
近
代
の
朱
轟
は
、
「
理
」
を
重
ん
じ
、
人
民
教
化
に
役
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
陳
高
は

朱
幕
の
作
法
に
傾
き
な
が
ら
も
、
な
お
陳
子
昂
の
風
を
慕
う
か
の
よ
う
で
あ
る
。
序
の
最
後
ま
で
を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
づ

　
「
予
は
客
居
し
て
事
無
し
。
読
書
の
余
暇
に
、
飢
を
操
り
翰
を
染
め
、
意
を
詩
に
適
か
し
め
、
二
十
四
首
を
得
た
り
。
亦
た
之
を
命
け

　
て
「
感
興
」
と
日
う
。
率
ね
皆
興
を
託
し
て
章
を
成
し
、
郡
僅
文
無
し
。
固
よ
り
敢
え
て
作
者
の
藩
離
を
窺
わ
ず
。
而
し
て
朱
夫
子
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
㌔
ら

　
道
教
を
扶
樹
す
る
者
に
視
ぶ
る
は
、
又
何
ぞ
敢
え
て
望
ま
ん
。
独
り
古
を
陳
べ
て
今
を
道
い
、
物
を
引
き
て
類
を
比
し
、
意
は
懲
勧
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
か

　
寓
し
、
離
鍍
に
習
わ
ず
、
怪
妄
に
愉
ま
ざ
れ
ば
、
則
の
万
一
に
庶
幾
か
ら
ん
焉
。
或
い
は
以
て
民
風
を
観
る
者
の
採
択
す
る
を
侯
っ
可

　
し
と
爾
云
う
」

　
「
離
鐘
」
と
い
い
、
特
に
「
怪
妄
」
と
い
う
の
は
、
筆
者
の
思
う
所
、
当
時
一
世
を
風
廃
し
て
い
た
楊
維
禎
一
派
の
詩
風
を
指
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
文
学
史
的
に
分
類
す
る
な
ら
ば
、
陳
高
を
、
そ
の
よ
う
な
新
風
に
反
発
す
る
「
復
古
」
派
と
み
な
し
て
さ
し
っ
か
え

な
い
し
、
そ
う
す
る
し
か
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
仔
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
「
復
古
」
と
い
っ
て
も
微
妙
な
色
彩
に
い
ろ
ど
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
こ
こ
の
場
合

「
古
」
と
い
っ
て
も
、
朱
喜
一
と
い
う
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
「
古
」
を
模
倣
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
朱
子
学
の
官
学
絶
対
優
位

が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
新
興
哲
学
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
い
た
当
時
、
か
か
る
態
度
に
「
尚
今
」
の
面
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
、

あ
な
が
ち
い
い
過
ぎ
に
は
な
る
ま
い
。
逆
に
、
楊
維
禎
も
、
朱
子
学
を
含
む
宋
学
に
、
尋
常
な
ら
ざ
る
研
鐙
を
積
ん
だ
後
に
、
狂
に
類
し

た
文
学
活
動
を
始
め
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
復
古
」
「
尚
今
」
の
様
態
は
な
か
な
か
に
複
雑
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
自
分
の
心
の
あ
り
よ
う
を
、
社
会
に
向
か
っ
て
表
現
す
る
の
に
、
最
も
便
利
な
遣
具
、
意
匠
と
し
て
、
各
人
が
、
或
い
は



一
個
人
の
創
作
活
動
で
も
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
応
じ
て
、
「
復
古
」
や
「
尚
今
」
の
立
場
を
選
ん
で
い
る
面
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。
「
古
」

や
「
今
」
が
何
を
指
す
か
に
こ
だ
わ
り
っ
っ
も
、
そ
の
裏
に
あ
る
心
の
あ
り
よ
う
が
読
み
と
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
「
感
興
」
二
十
四
首
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
情
を
詠
む
が
、
総
じ
て
い
え
る
の
は
、
元
末
の
社
会
混
乱
に
対
す
る
、
書
生
ら
し
い
不
満
と

い
ら
だ
ち
で
あ
る
。

　
「
混
沌
は
既
に
分
裂
し
て
、
乾
坤
は
遂
に
開
關
す
。
九
重
は
測
る
可
か
ら
ず
、
八
紘
は
紗
と
し
て
堰
り
無
し
。
遥
か
に
思
う
天
地
は
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
こ
の
か

　
ん
じ
て
、
一
気
は
応
に
綱
組
た
る
べ
き
を
。
開
關
自
従
り
来
た
、
幾
千
の
春
な
る
か
を
知
ら
ず
。
大
朴
は
一
た
び
以
て
散
じ
、
智
巧
は

　
方
に
紛
綜
た
り
。
至
化
は
日
び
消
蕩
す
、
誰
か
能
く
其
の
淳
な
る
に
反
ら
ん
。
我
は
将
に
斯
の
世
を
遺
れ
ん
と
す
、
泰
初
は
与
に
隣
と

　
為
ら
ん
」
（
第
一
首
）

　
世
界
開
關
か
ら
の
変
遷
を
述
べ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
「
智
巧
紛
綜
」
た
る
元
朝
の
現
状
を
暗
楡
し
て
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
末
二
句
は

「
復
古
」
と
い
う
よ
り
も
現
状
へ
の
不
満
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

　
「
漢
皇
は
豊
浦
に
起
こ
り
、
三
尺
も
て
民
の
讐
を
諌
す
。
基
を
開
く
こ
と
四
百
年
、
烈
烈
と
し
て
鴻
猷
は
壮
ん
な
り
。
惜
し
い
哉
英
明

　
の
主
、
遠
謀
を
遺
す
を
学
ば
ざ
る
を
。
一
時
屠
狗
の
徒
、
業
に
賛
す
る
は
伊
周
に
非
ず
。
遂
に
皇
王
の
政
を
し
て
、
廃
墜
復
た
と
修
め

　
ざ
ら
使
む
。
此
の
機
は
一
た
び
以
て
失
わ
ば
、
余
恨
千
秋
に
空
し
か
ら
ん
」
（
第
四
首
）

が
、
漢
王
朝
を
詠
む
よ
う
で
あ
っ
て
、
元
朝
の
て
い
た
ら
く
を
嘆
い
て
い
る
で
あ
ろ
う
の
と
一
般
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
書
生
た
る
自
分
は
何
の
働
き
も
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
「
客
北
方
従
り
来
る
、
少
年
に
し
て
美
し
き
容
顔
な
り
。
緩
衣
白
玉
の
帯
、
駿
馬
黄
金
の
鞍
。
鞭
を
捧
げ
て
豪
右
に
揖
し
、
意
気
は
邸

　
山
を
軽
し
と
す
。
自
ら
云
う
金
章
の
胃
、
祖
父
は
皆
朱
轄
な
り
。
文
字
を
識
る
を
用
い
ず
、
二
十
に
し
て
高
官
と
為
る
。
市
人
は
共
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
沓
嵯
し
、
遣
を
爽
み
て
粉
と
し
て
騨
び
観
る
。
如
何
ぞ
窮
巷
の
士
、
首
を
埋
む
書
巻
の
問
。
年
年
去
き
て
策
を
射
る
も
、
老
に
臨
ん
で

　
猶
お
儒
冠
な
り
」

　
元
勲
の
家
柄
の
青
年
（
北
人
？
一
が
、
科
挙
を
受
け
る
こ
と
な
し
に
、
大
官
と
し
て
肩
で
風
を
切
っ
て
い
る
様
を
苦
々
し
げ
に
描
写
す

る
。
ひ
き
比
べ
て
、
自
分
は
中
年
に
な
っ
て
意
を
得
ぬ
ま
ま
で
あ
る
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

一
三



一
四

　
「
悲
風
は
西
北
よ
り
来
る
、
樹
木
は
声
講
講
。
蟻
蜂
は
四
壁
に
鳴
き
、
鴻
雁
は
層
脅
に
飛
ぶ
。
時
光
は
忽
と
し
て
已
に
異
な
り
、
四
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か

　
は
更
も
樒
す
る
が
如
し
。
人
生
は
百
年
無
し
、
嘱
を
転
ず
れ
ば
朱
顔
凋
む
。
胡
ぞ
明
徳
を
崇
め
て
、
早
く
助
業
を
し
て
昭
ら
か
な
ら
使

　
め
ざ
る
。
空
し
く
悲
し
む
千
載
の
下
、
身
死
し
て
名
寂
蓼
た
る
を
」
（
第
二
十
四
首
）

絶
望
と
焦
燥
の
中
に
、
連
作
の
最
後
の
詩
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
呉
中
に
客
す
　
詠
懐
　
三
首
」
（
『
集
』
巻
三
）
に
於
て
も
、

　
「
百
為
し
て
一
の
成
る
無
く
、
壮
志
は
灰
の
ご
と
く
冷
め
ん
と
欲
す
」
一
第
一
首
）

　
「
弱
質
は
重
さ
に
任
ず
る
は
難
く
、
晩
学
は
終
に
得
る
こ
と
寡
し
」
（
第
三
首
）

と
弱
音
を
吐
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
文
章
こ
そ
が
わ
が
命
で
あ
る
。
『
集
』
中
で
最
初
期
に
属
す
る
「
戊
子
（
二
二
四
八
）
元
日
客
中
感
有
り
　
二
首
」
の
第
二

首
は
、
世
に
い
れ
ら
れ
な
く
と
も
文
章
を
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
よ
す
が
に
し
よ
う
と
い
う
、
悲
痛
な
宣
言
の
如
く
思
わ
れ
る
。

　
「
生
平
苦
だ
有
り
文
章
の
癖
、
老
大
応
に
悲
し
む
べ
し
歳
月
増
す
を
。
館
閣
は
砥
今
隠
逸
を
招
く
、
吾
曹
は
何
の
日
か
飛
騰
を
見
ん
」

　
こ
れ
ら
、
書
生
の
い
ら
だ
ち
や
悲
壮
感
を
盛
る
器
と
し
て
「
復
古
」
的
な
五
言
古
詩
が
ふ
さ
わ
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六
、
「
復
古
」
の
主
張

　
こ
の
ま
ま
で
終
わ
る
つ
も
り
は
陳
高
に
は
な
か
っ
た
。
科
挙
に
一
再
な
ら
ず
失
敗
し
た
彼
は
、
科
挙
の
採
点
官
に
な
る
泰
不
華
に
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
て
ま
つ

働
き
か
け
た
り
も
し
た
。
『
集
』
巻
十
五
の
「
達
秘
卿
（
泰
不
華
の
こ
と
）
に
上
る
書
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
「
高
は
嘗
て
以
為
え
ら
く
、
文
章
の
気
は
、
世
と
与
に
上
下
に
変
ず
。
而
し
て
亦
た
夫
の
上
の
人
と
夫
の
作
者
と
の
之
が
侶
を
為
す
に

　
係
る
有
る
也
。
故
に
世
遣
は
方
に
盛
ん
な
る
も
、
而
し
て
文
気
振
わ
ざ
る
者
は
、
世
の
然
ら
し
む
る
に
非
ざ
る
也
。
之
を
侶
す
る
者
、

　
其
の
人
無
け
れ
ば
也
。
其
の
人
無
き
に
非
ざ
る
也
、
其
の
人
有
り
て
、
而
し
て
文
章
の
司
命
と
為
ら
ず
、
或
い
は
文
章
の
司
命
と
為
り

　
て
、
又
常
習
に
循
い
て
、
故
に
而
し
て
之
を
変
ず
る
莫
け
れ
ば
な
り
焉
。
此
れ
文
の
気
の
日
び
卑
く
し
て
下
る
所
以
に
し
て
、
而
し
て



　
其
の
勢
い
固
よ
り
以
て
振
起
す
る
能
わ
ざ
る
也
。
凡
そ
今
の
世
の
進
士
と
為
る
や
、
以
て
科
第
を
取
る
者
は
虫
象
の
辞
に
工
み
に
し
て

　
粉
黛
の
語
を
飾
る
。
陳
言
を
緯
め
、
記
問
を
春
に
し
、
修
摩
を
闘
わ
せ
て
、
寝
寝
焉
と
し
て
競
い
て
萎
茶
頽
堕
潰
敗
腐
欄
の
郷
に
趨
き

　
て
、
而
し
て
其
の
止
ま
る
所
を
知
る
莫
し
。
今
の
海
宇
混
一
を
以
て
古
の
未
だ
有
ら
ざ
る
に
際
す
。
太
和
沖
厚
の
気
は
融
融
焉
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
な

　
　
焉
た
り
。
而
し
て
君
上
は
方
に
人
文
を
観
て
以
て
天
下
を
化
成
す
。
此
の
世
に
当
た
り
て
其
れ
盛
ん
な
る
ム
矢
乎
。
而
し
て
文
章
の
気

　
は
猶
お
爾
く
卑
下
な
る
は
何
ぞ
歎
。
然
ら
ば
則
ち
世
の
盛
ん
な
る
也
此
く
の
若
き
に
し
て
、
而
し
て
文
気
の
振
わ
ざ
る
也
此
く
の
若
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
其
の
人
の
之
が
侶
と
為
る
無
き
に
非
ず
歎
。
文
章
の
司
命
た
る
者
は
尚
得
て
以
て
其
の
責
を
逃
れ
ん
乎
哉
」

　
昔
よ
り
あ
る
、
受
験
者
の
事
前
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
て
は
、
あ
ま
り
に
激
烈
で
脅
追
的
で
は
あ
る
ま
い
か
。
「
而
」
の
字

等
を
何
べ
ん
も
繰
り
返
し
て
い
る
の
も
、
感
情
が
激
し
て
い
る
の
が
感
ぜ
ら
れ
る
。
自
ら
を
強
く
印
象
づ
け
ん
た
め
の
演
技
で
あ
る
面
が

強
い
で
あ
ろ
う
が
、
筆
者
は
、
後
の
部
分
で
、

　
「
高
や
性
質
頑
鈍
に
し
て
、
学
は
疎
に
し
て
而
し
て
才
は
卑
な
り
。
悦
悦
焉
と
し
て
郷
貢
進
士
の
班
列
に
駆
逐
す
る
者
は
、
今
秋
に
於

　
い
て
再
び
と
為
す
夷
。
其
の
得
る
や
焉
、
其
の
失
す
る
や
焉
、
是
れ
命
有
り
焉
。
高
の
愚
に
於
け
る
や
、
尚
何
を
か
敢
え
て
望
ま
ん
焉
。

　
区
区
た
る
の
懐
は
、
誠
に
盛
世
の
文
気
一
変
し
て
而
し
て
古
に
之
く
を
願
う
。
吾
が
身
に
於
い
て
親
し
く
之
を
観
る
を
得
れ
ば
、
則
ち

　
田
野
に
退
伏
し
て
鶏
籍
然
と
し
て
其
の
身
を
終
え
、
復
た
と
声
光
の
人
に
聞
ゆ
る
無
し
と
難
も
、
亦
た
且
つ
懐
然
と
し
て
以
て
恨
み
無

　
し
ム
矢
」

と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
「
古
に
之
く
」
復
古
へ
の
熱
情
を
読
み
と
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　
こ
こ
ま
で
過
激
な
「
復
古
」
の
主
張
を
さ
せ
る
も
の
は
何
か
。
筆
者
は
、
そ
の
一
端
を
、
彼
が
温
州
と
い
う
扁
眸
な
地
域
の
出
身
者
で

あ
る
こ
と
に
も
と
め
る
。
背
後
を
山
に
囲
ま
れ
、
出
口
は
海
の
み
に
あ
る
よ
う
な
土
地
に
生
ま
れ
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
知
識
は
多
く
は

書
物
か
ら
得
ら
れ
る
。
政
治
経
済
や
文
化
の
中
心
地
で
あ
る
、
大
都
や
蘇
州
や
杭
州
の
流
行
に
っ
い
て
い
け
な
い
。
科
挙
も
仁
宗
期
の
復

活
当
初
は
、
素
朴
な
達
意
の
文
章
を
重
ん
じ
た
が
、
し
だ
い
に
大
都
市
の
流
行
に
合
わ
せ
て
華
美
浮
薄
な
も
の
に
な
っ
た
。
地
方
出
身
者

に
は
政
治
参
加
が
不
利
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
勢
に
対
す
る
抗
議
と
し
て
の
「
復
古
」
の
役
割
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
集
』
巻
十
五
の
「
友
人
に
答
う
る
書
」
に
い
う
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

一
五



一
六

　
「
高
の
文
は
、
幼
少
よ
り
し
て
而
し
て
之
を
習
う
に
非
ざ
る
也
。
師
授
け
て
而
し
て
之
を
得
る
に
非
ざ
る
也
」

と
。
晩
学
や
独
学
の
拙
な
さ
を
嘆
く
が
、
逆
に
い
え
ば
、
扁
陣
の
地
で
も
書
物
さ
え
あ
れ
ば
、
晩
学
独
学
が
可
能
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
も
、
「
復
古
」
の
裏
に
複
雑
な
背
景
が
あ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
推
測
さ
れ
る
。

七
灸
隠
居
期
の
詩
文

　
泰
不
華
は
方
国
珍
の
乱
で
、
中
央
か
ら
、
台
州
に
出
向
し
、
至
元
十
二
年
一
二
二
五
二
）
に
戦
死
し
て
い
る
の
で
、
泰
不
華
に
出
し
た

書
は
直
接
に
は
功
を
奏
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
や
が
て
十
四
年
一
二
二
五
四
）
の
科
挙
で
、
陳
高
は
及
第
す
る
。
し
か
し
、
各
地
で
戦

乱
が
相
継
ぐ
な
か
、
役
人
生
活
に
も
意
を
得
ぬ
ま
ま
に
退
隠
す
る
。
こ
の
あ
た
り
の
事
情
は
、
五
言
排
律
の
「
丁
酉
（
至
兀
十
七
　
二
二

五
七
）
歳
述
懐
一
百
韻
」
に
詳
し
い
。
そ
の
前
半
は
、
都
に
の
ぼ
っ
て
科
挙
に
合
格
し
、
意
気
揚
々
た
る
様
ま
で
を
描
く
の
だ
が
、
慶
元

の
録
事
に
な
っ
て
か
ら
失
望
の
日
々
が
始
ま
る
。

　
「
土
俗
は
何
ぞ
訟
多
き
、
編
眠
は
羊
ば
は
是
れ
商
。
由
来
撫
宇
し
難
し
、
況
ん
や
復
た
動
劫
に
際
す
る
を
や
」

　
そ
し
て
こ
の
長
詩
は
、

　
「
故
土
は
薇
蕨
多
し
「
春
江
に
は
鯉
鮪
有
り
。
帰
ら
ん
歎
蓑
笠
を
理
め
、
此
れ
従
り
溶
浪
に
釣
り
せ
ん
」

と
結
ん
で
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
退
隠
後
に
却
っ
て
生
活
と
文
学
上
の
充
実
期
を
迎
え
る
の
で
あ
っ
た
。
無
論
、
紅
巾
の
乱
は
せ
ま
り
、
方
氏
の
招
聰
を
何
と
・

か
避
け
る
よ
う
な
緊
張
の
日
々
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
。

　
恐
ら
く
こ
の
時
期
に
詠
ま
れ
た
の
が
、
諸
書
に
元
代
江
南
に
木
棉
栽
培
が
流
行
し
た
証
拠
と
し
て
よ
く
引
か
れ
る
「
橦
花
を
種
う
」

（
『
集
』
巻
三
一
で
あ
る
。

　
「
炎
方
に
橦
樹
有
り
、
衣
被
は
蚕
桑
に
代
う
。
舎
西
閑
園
を
得
、
之
を
種
え
て
漫
ろ
に
行
を
成
す
。
苗
は
生
ず
初
夏
の
時
、
料
理
展
夕

　
に
忙
し
。
鋤
を
揮
い
て
烈
日
に
向
い
、
汗
を
濯
い
で
流
漿
と
成
る
。
根
を
培
い
て
澆
灌
す
る
こ
と
頻
り
に
、
高
き
者
は
三
尺
強
な
り
。



　
鮮
鮮
と
し
て
緑
葉
は
茂
り
、
燦
燦
と
し
て
金
英
は
黄
な
り
。
実
を
結
び
て
秋
繭
を
吐
き
、
咬
潔
た
る
こ
と
雪
霜
の
如
し
。
時
に
及
ん
で

　
以
て
収
飲
し
、
釆
り
釆
り
て
動
や
も
す
れ
ば
崖
に
盈
っ
。
緯
治
し
て
機
秤
に
入
れ
、
裁
前
刀
し
て
衣
裳
と
為
る
。
寒
き
を
禦
ぐ
こ
と
挾
纏

　
に
類
し
、
老
稚
は
凄
涼
を
免
る
。
豪
家
は
花
卉
を
植
え
、
紛
紛
と
し
て
垣
糖
を
被
う
。
世
に
於
い
て
寛
い
に
何
を
か
補
わ
ん
、
先
を
争

　
い
て
芥
芳
を
翫
ぶ
。
棄
っ
る
と
取
る
と
何
ぞ
相
い
異
な
る
、
物
に
感
じ
て
椀
寡
を
増
す
」

　
生
活
も
文
学
も
保
守
復
古
一
方
の
人
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
新
し
い
も
の
を
導
入
し
、
新
し
い
題
材
を
詩
に
す
る
。
し
か
し
、

大
切
な
の
は
、
そ
れ
を
古
典
的
世
界
観
の
中
に
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。
「
棉
」
と
い
う
字
が
当
時
す
で
に
一
般
的
で
あ
っ
た
ろ
う
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
古
典
的
な
裏
付
け
の
あ
る
「
橦
」
の
字
（
左
思
「
蜀
都
賦
」
等
）
を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
い
る
。
末
六
句
で
は
、
実
際
に

は
役
立
つ
の
に
顧
み
ら
れ
な
い
綿
花
と
、
世
の
役
に
立
た
な
い
の
に
も
て
は
や
さ
れ
る
鑑
賞
用
の
花
卉
を
対
比
し
、
恐
ら
く
は
人
間
の
世

界
の
同
様
の
こ
と
の
比
廠
と
し
て
勧
懲
の
意
を
こ
め
る
。
こ
れ
は
古
典
の
常
套
で
あ
る
が
、
詩
の
構
成
と
し
て
は
や
や
唐
突
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
用
い
、
新
奇
な
る
も
の
を
伝
統
の
中
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
清
の
越
翼
は
『
陵
鹸
叢
考
』
巻
三
十
「
木
棉
布

は
宋
末
元
初
に
行
わ
る
」
の
条
で
、
こ
の
詩
を
引
く
が
、
末
六
句
を
省
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、
木
棉
栽
培
を
記
録
し
た
詩
人
と
し
て
後
世

に
記
憶
さ
れ
る
よ
り
も
、
古
典
世
界
に
位
置
づ
け
た
努
力
を
認
め
て
欲
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
陳
高
の
意
に
は
背
い
て
い
る
。

　
文
章
で
も
新
た
な
事
態
を
積
極
的
に
評
価
は
し
な
く
と
も
、
少
な
く
と
も
伝
統
と
妥
協
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
例
え
ば
「
林
氏
祭
田
記
」

（
『
集
』
巻
十
二
）

　
「
古
者
は
田
は
井
を
以
て
授
く
。
士
由
り
し
て
而
し
て
上
は
、
祭
る
に
皆
田
有
り
。
然
れ
ど
も
其
の
法
の
廃
壊
す
る
や
久
し
ム
矢
。
近
代

　
朱
子
は
家
礼
を
著
す
。
乃
ち
人
を
し
て
附
墓
田
を
取
り
て
以
て
祀
事
を
奉
ぜ
教
む
」

　
朱
子
家
礼
は
、
朱
子
の
名
を
借
り
て
、
民
間
で
既
に
行
わ
れ
て
い
た
し
き
た
り
を
集
大
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
祭
田
は
決

し
て
古
来
の
法
で
は
な
い
の
だ
が
、
か
か
る
近
代
の
も
の
も
、
一
怪
し
い
と
し
り
っ
っ
？
）
伝
統
に
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
所
に
、
「
復
古
」

を
維
持
し
つ
つ
、
今
を
尚
ぼ
う
と
い
う
陳
高
の
意
志
、
或
い
は
柔
軟
性
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

一
七



一
八

八
、
海
へ
の
志
向

　
柔
軟
性
と
関
連
す
る
が
、
陳
高
の
詩
文
全
般
か
ら
う
か
が
え
る
印
象
は
、
そ
れ
ら
が
元
末
の
戦
乱
の
中
の
悲
惨
を
多
く
扱
う
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
悲
惨
の
ま
ま
出
口
な
し
に
終
わ
る
の
で
は
な
く
、
ど
こ
か
に
救
い
を
残
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
ま
た
「
復
古
」
を
主
張
す
る
文

章
も
、
自
説
に
凝
り
固
ま
っ
て
対
話
を
拒
む
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
弊
が
な
く
、
常
に
オ
ー
プ
ン
な
感
じ
が
す
る
。

　
例
え
ば
、
戦
乱
下
の
農
村
の
荒
廃
を
描
く
「
即
事
漫
題
十
首
」
（
『
集
』
巻
九
一
の
第
九
首
、

　
「
江
海
の
波
濤
に
日
月
生
じ
、
山
林
の
封
虎
復
た
縦
横
た
り
。
老
夫
僻
し
て
深
村
に
在
り
て
住
む
、
恰
も
似
た
り
春
蚕
の
繭
の
裏
を
行

　
く
に
」

で
は
、
か
い
こ
の
ま
ゆ
の
中
に
と
じ
こ
も
る
か
の
よ
う
に
逼
塞
す
る
自
ら
を
描
く
が
、
次
の
、
そ
し
て
最
後
の
第
十
首
で
は
、

　
「
兵
革
相
い
尋
ぐ
已
に
十
年
、
十
人
九
死
す
る
に
一
生
全
し
。
近
ご
ろ
聞
く
関
陳
王
師
の
出
づ
る
を
、
何
の
日
か
南
に
来
り
て
痒
煙
を

　
掃
わ
ん
」

　
北
方
の
元
朝
の
部
隊
が
、
乱
を
平
定
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
終
わ
る
の
で
あ
る
。
『
元
詩
選
』
で
は
、
十
首
の
う
ち
、
五
首
を
選
ぶ
が
、

第
九
首
を
選
ん
で
、
第
十
首
を
省
く
。
そ
れ
で
は
、
白
閉
し
た
ま
ま
に
連
作
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
陳
高
の
本
意
か
ら
は
遠
い
の
で
は
な

い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
な
感
触
は
、
そ
の
大
半
が
陳
高
の
個
性
に
帰
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
筆
者
は
こ
こ
で
や
や
強
引
で
は
あ
る
が
、

温
州
に
育
っ
た
陳
高
が
幼
少
よ
り
海
の
存
在
を
意
識
し
続
け
て
来
た
こ
と
に
関
連
づ
け
た
い
。
こ
こ
に
い
う
「
海
」
は
、
自
然
と
し
て
の

「
海
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
元
朝
史
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
海
運
の
発
達
が
あ
げ
ら
れ
る
。
古
来
中
国
人
に
と
っ
て
は
、
海
は

関
心
の
外
に
あ
り
が
ち
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
世
界
に
対
す
る
思
考
の
広
が
り
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
境
界
線
で
あ
っ
た
。
今
元
朝
に
な
っ

て
、
そ
の
海
に
交
通
が
発
達
し
始
め
る
と
、
限
り
な
い
豊
か
な
世
界
が
、
人
生
の
可
能
性
が
そ
こ
か
ら
広
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
陳
高
の
早
年
の
詩
か
ら
す
で
に
海
は
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
「
諾
友
と
同
に
豊
山
に
遊
宴
す
」
（
『
集
』
巻
六
）
。
序
に
至
正
戊
子
（
十
八

年
　
二
二
四
八
）
の
年
号
が
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
み

　
「
傭
し
て
は
蹴
る
瘡
浜
の
潤
き
を
、
澤
べ
て
疑
う
地
軸
の
傾
く
か
と
。
天
光
は
浩
森
に
連
な
り
、
海
気
は
陰
晴
に
変
ず
」

　
温
州
で
船
に
乗
る
友
人
を
送
る
詩
も
、
集
中
に
多
く
載
せ
る
。
「
鷹
升
伯
の
航
海
し
て
帰
る
を
送
る
」
（
『
集
』
巻
七
一

　
「
海
を
過
ぎ
れ
ば
青
天
は
纏
か
に
腿
尺
、
帆
を
開
け
ば
白
雁
は
共
に
瓢
劔
」

　
ま
た
、
「
童
興
都
事
の
京
に
還
る
を
送
る
三
首
」
（
『
集
』
巻
八
）
。
そ
の
第
三
首
。

　
「
日
は
照
ら
す
離
態
の
酒
、
風
は
吹
く
去
客
の
舟
。
如
か
ず
東
海
の
水
の
、
相
い
送
り
て
神
州
に
到
ら
し
む
る
に
」

　
皆
、
好
ま
し
い
イ
メ
ー
ジ
で
海
を
描
写
す
る
。
筆
者
が
考
え
て
み
た
い
の
は
、
「
海
」
の
存
在
が
、
陳
高
の
精
神
全
体
に
与
え
た
影
響

な
の
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
を
分
析
す
る
有
効
な
手
段
を
持
た
な
い
の
で
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
果
た
し
て
然
ら
ば
、
陳
高
が
晩
年
渡
海
し
て
異
郷
の
地
に
客
死
し
た
こ
と
に
も
宿
命
的
な
も
の
を
感
じ
る
。
陳
高
自
身
に
と
っ
て
は
苦

痛
に
満
ち
て
、
悲
惨
な
結
末
を
む
か
え
た
旅
で
あ
っ
た
ろ
う
。
忠
義
を
守
っ
て
死
ね
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
方
国
珍
も

朱
元
璋
を
牽
制
す
る
た
め
に
拡
廓
帖
木
児
と
取
引
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
目
的
に
何
か
あ
い
ま
い
な
も
の
が
あ
っ
た
可
能

性
も
否
定
出
来
な
い
。
た
だ
、
人
生
を
一
個
の
芸
術
品
と
し
て
、
作
品
と
切
り
離
せ
な
い
も
の
と
し
て
見
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、

彼
は
最
後
に
彼
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
完
成
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。

丸
喰
お
わ
り
に

　
陳
高
の
作
品
を
紹
介
し
つ
つ
述
べ
て
来
た
、
「
復
古
」
の
形
を
と
っ
た
、
諾
生
と
し
て
の
不
安
の
表
出
、
地
方
の
都
会
に
対
す
る
反
発
、

新
し
い
風
物
の
位
置
づ
け
、
海
へ
の
志
向
等
の
新
傾
向
は
、
私
見
で
は
、
こ
の
時
期
か
ら
強
ま
っ
て
、
現
代
中
国
に
至
る
の
で
あ
る
。

　
元
末
江
南
に
起
こ
っ
た
精
神
、
価
値
観
の
変
革
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
叙
述
の
出
発
点
と
し
た
い
。

『
不
繋
舟
漁
集
』
に
つ
い
て

一
九


